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第2回ふくしま減塩推進ネットワーク会議 実施報告概要

• 令和8年1月29日（木）13:15～15:30にて関係者会議として、第2回ふくしま減塩推進ネットワーク会議を
開催した。

• 関係者（福島食育応援企業や大学、職能団体・組合、市町村、保健福祉事務所等）87名の参加した。
第2回ふくしま減塩推進ネットワーク会議

日時 令和8年1月29日（木）13:15～15:30

場所 ウィル福島アクティおろしまち コンベンションホールA

参加者 87名
ー以下、内訳ー
• 福島県食育応援企業：43名
• 職能団体、組合等：9名

• 市町村：23名
• 保健福祉事業所：5名
• 県外の自治体：7名

内容 1. 開会
2. 行政説明「減塩推進に関する取組の振り返り」
3. 取組発表
「ふくしま減塩アクションプロジェクト参画事業者の取組」

1. イオン東北株式会社
2. 亀田製菓株式会社
3. 株式会社マルト商事

4. グループディスカッション
テーマ「家庭につながる減塩推進について」

5. 助言
女子栄養大学 副学長 武見 ゆかり 氏

6. 総評
福島県立医科大学 医学部循環器内科学講座 教授 石田 隆史 氏

7. 閉会
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当日写真 1/5

グループディスカッション

取組発表 イオン東北株式会社

ご意見シート記入 助言 武見 ゆかり 氏 ▼総評 石田 隆史 氏

取組発表 亀田製菓株式会社 取組発表 株式会社マルト商事
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当日写真 2/5 グループディスカッションの内容
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当日写真 3/5 グループディスカッションの内容
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当日写真 4/5 グループディスカッションの内容
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当日写真 5/5 グループディスカッションの内容
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ご意見シート：サマリ

• 77名から回答があり、「多業種・多機関連携の実行」や「子ども・家庭・若年層へのアプローチ」が必要であるとの
回答が多かった。

ふくしま減塩推進ネットワーク会議 グループディスカッションご意見シート サマリ

77名

• 所属
• 氏名
• 自グループの議論で印象に残ったこと
• 他グループでの検討内容からの気づき

回答者数

設問概要

ご意見・
ご要望

分類 件数
多業種・多機関連携の実行 40

子ども・家庭・若年層へのアプローチ 28
県主導の連携基盤（横のつながり） 20

子ども・家庭中心の食育施策強化 20
体験・可視化の強化 19
おいしさ・ポジティブ訴求 16
おいしさ起点のPR（歌・キャラ・動画） 14
売り場・商品整備、試食→購買動線の強化 11

売り場・商品環境の整備 10
継続性の確保 10
体験・可視化コンテンツの標準化 8
県主導の共有プラットフォーム構築 5
政策的支援（医療費・補助金） 5



© 2026 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 9

アンケート集計結果：サマリ

• 会議参加者のうち46名から回答があり、45名から会議の内容に満足した旨の回答を得た。

ふくしま減塩推進ネットワーク会議 参加者アンケート サマリ

アンケート対象者87名のうち45名（回答率51.7％）

• 満足度：44名がとても満足もしくはやや満足、1名がどちらともいえない
• 減塩アクションプロジェクトへの参画意向：参画済み73.7%、参画意向はあるが
時期未定5.3％、参画方法が分からない5.3％

• ご感想：
✓自治体・企業・メディア等、多様な組織が一堂に会する交流は極めて貴重で、
職種を超えた連携や新たな事業意欲に繋がる有意義な場となった。

✓企業の柔軟なアイデアや先進事例の共有、同規模自治体間での実務的な
情報交換により、課題解決や施策を深める多くのヒントが得られた。

• ご要望：
✓冬季の移動リスクに配慮し、開催時期の前倒しやオンライン併用のハイブリッド
形式、アクセス良好な会場選定など開催方法の工夫を求める。

✓参加者間のマッチングや日常的なSNS連携の構築に加え、議論内容の共有
や具体的な県データ・成功事例の提供など、成果の可視化を希望する。

• 基本情報
• 満足度
• 減塩アクションプロジェクトへの参画有無
• 参画可能な時期
• ご感想・ご要望

回答者数

設問概要

結果
サマリ


